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䖂
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今ᮧ䚷ᩥᙪ、Ⳣཎ䚷大助 災害科学国際研究所

⅏ᐖ་Ꮫ䞉་⒪（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
防災DXにྥけたリアル䝍イム㑊難ᨭシステムのᕷẸཧຍᆺ
研究

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ 大▼⿱ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ᐩኈ㏻ᰴᘧ会社䠋東大学災害科学国際研究所

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

大▼䚷⿱ ᐩኈ㏻ᰴᘧ会社䠋災害科学国際研究所

ྂᮧ䚷Ꮥᚿ 東ி大学ᆅ震研究所

すฟ䚷๎Ṋ ᐩኈ㏻ᰴᘧ会社䠋東大学⌮学研究科

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

∾㔝ᔱ ᩥὈ、ᒣᶫ 二、ᒣ本䚷ၿஂ ᐩኈ㏻ᰴᘧ会社

ᯈᶫⱱኵ、ᰠ᳃⠜実、୕ཎᐅ㍤、ᆈኟ㤿 ᕝᓮᕷ⥲ົ⏬ᒁ༴機⟶⌮ᐊ

ᮧ℩䚷‶㧗 ᐩኈ㏻Japanᰴᘧ会社

期䚷間 ௧3年 6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

防災ศ㔝の䝕ジ䝍ルト䝷䞁スフ䜷ー䝯ーシ䝵䞁（DX）の実⌧にྥけ、AIやス䝟䝁䞁を活用した災害ண や㑊難ㄏᑟの
䝕ジ䝍ルᢏ術を㛤発する。さらに、ᕷẸཧຍᆺの実ド実㦂等を㏻して、䝕ジ䝍ルᢏ術によって㑊難者の㑊難行ືを
ຠ果的に促進する災害㑊難ᨭシステムの構築を行う。

䛆実ド実㦂の実施䛇 AIでண した津波ᾐỈ情報をス䝬䝩アプリによってᕷẸྥけに㓄ಙする実ド実㦂を、2022年3月

12日（ᅵ）にᕝᓮᕷ津波㑊難訓⦎において実施した。AIண の☜実ᛶについて事前に䝺ク䝏䝱ーをཷけたᕷẸに
対して津波ᾐỈ⠊ᅖをᆅᅗୖに㓄ಙするヲ⣽䝰ードをᥦ౪し、その他のᕷẸには津波ᾐỈண をテ䜻スト䝯ッ䝉ー
ジでఏえるシ䞁プル䝰ードをᥦ౪した（ᅗ1）。䛆ཧຍ者のᴫせ䛇実ド実㦂の様Ꮚをᅗ2に♧す。ᖜᗈい年௦から183ྡ

のཧຍ者があり、≉に、ᬑẁ、ᆅ域の防災訓⦎にཧຍしない19ṓ以ୗのཧຍが┠❧った（ᅗ3）。ཧຍ者に対しては、

アプリを使った㑊難実施後にア䞁䜿ートを行った。䛆ཧຍ者からのフィード䝞ック䛇 アプリが㑊難において᭷ຠとឤ䛨た

ཧຍ者は、全体の91.6%にཬ䜃、「アプリがあると、とりあえ䛪この情報䛰け見ておけ䜀となるのでⰋい」な䛹、アプリに
よる情報のワ䞁ストップ化に関する期ᚅが☜ㄆできた。また、アプリが᭷ຠではないと⪃える⌮⏤は、「使い᪉がศから
なかった」が᭱䜒多いព見であり、ึ見で䜒世௦を㑅䜀䛪使いやすいアプリ設ィの㔜せᛶが♧၀された。ᾐỈண に
ついては、「自ศのいるとこ䜝が䛹れ䛰け༴㝤なのかがศかることで、༴機ឤをᣢつことができる」というព見にຍえて、
「ண が䜟かるとẼᣢ䛱的に䜒వ⿱を䜒って㑊難できる」な䛹、㑊難ព㆑が㧗まる䛰けでなく、情報がない㏱᫂な≧
ἣをᅇ㑊することが、ⴠ䛱╔いた行ືに寄与しうることがศかった。䛆ᨵၿにྥけたព見䛇 「䝞ッテリーの減りが᪩かっ
た」「アプリの学⩦䝰ードがあるといい」「᭱▷の㑊難ルートを表♧してḧしい」な䛹のアプリのᨵၿにྥけた情報や、災
害時の情報ᥦ౪のᅾり᪉に関する多くの知見が得られた。䛆波ཬຠ果䛇本取組みについては、日テ䝺、NHK、ㄞテ

䝺䝡な䛹、6件のテ䝺䝡ᨺᫎにຍえ、ㄞ、日⤒な䛹4件の᪂⪺・雑ㄅへのᥖ㍕がなされ䝯䝕ィアを㏻䛨てᗈく情報発ಙ

を行うことができた。≉にㄞテ䝺䝡のᨺᫎෆᐜはYouTubeへᥖ㍕され100ど⫈を㉸えた。また、本取組みについて
は自体や┬ᗇから䜒ၥྜ䛫を頂いた。

ᅗ表
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シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

成果として発表したㄽᩥ

Oishi, Y., Imamura, F., Furumura, T., Mihara, Y., Higashiyama, T., Makinoshima, F., Yamazaki, T., Higuchi, H.,
Yamamoto, Y., Suzuki, T., Akutsu, K., Ohmura, M., Iizuka, Y., “ Bosai Kaizen System: Development of Real-time
Disaster Information Sharing System through Co-creation with Citizens”, International Tsunami Symposium, 2021, 査

ㄞ᭷, 国際.

Oishi, Y., Shimizu, T., “ Supercomputer Fugaku and new achievement using Fugaku and AI technologies for high-
resolution, real-time tsunami inundation prediction ” , ECMWF 19th Workshop on high performance computing in
meteorology, 2021, 査ㄞ↓, 国際.

大▼⿱,「スー䝟ー䝁䞁䝢䝳ー䝍「ᐩᓅ」を用いた㧗ゎീ度津波ᾐỈண AIの構築」,「ᐩᓅ」成果創ฟຍ㏿プロ䜾䝷

ム ➨5ᅇHPC䜒の䛵くり⤫ྜワークシ䝵ップ, 2021, 査ㄞ↓, 国ෆ.

Oishi, Y., “Tsunami evacuation measures using AI and supercomputers”, ANU-UTokyo Kyosei/Coexistence䠉Nature,
People, and Nation Workshop, 2022, 査ㄞ᭷, 国ෆ.

大▼⿱, ᗈୖ ᪂, ᪂ฟ Ꮥᨻ, 㧗㔝 ဢ, ᯇ本 大㍜, 大ᒸ ⛸, ྂᮧᏕᚿ, 今ᮧᩥᙪ, 「༡ᾏト䝷フᕧ大ᆅ震による津

波発⏕時のリアル䝍イム㏻制ᚚの᳨ウ」, ᾏᓊᕤ学ㅮ₇会, 2022, 査ㄞ᭷, 国ෆ, accepted.

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 5 ）⦅

㛤ദ 2022年3月12日、༊ศ 実ド実㦂、国ෆ、対㇟ ᕝᓮᕷẸ、ྡ⛠「スー䝟ー䝁䞁䝢䝳ー䝍「ᐩᓅ」とAIを活用したᆅ

域䝁䝭䝳䝙ティᆺ㑊難の実ド実㦂」、ᴫせ スー䝟ー䝁䞁䝢䝳ー䝍「ᐩᓅ」で構築したAIによる津波ᾐỈண 情報を活用

した㑊難の᭷ຠᛶを᳨ドする実ド実㦂、ཧຍ人数 183人

㛤ദ 2022年3月12日、༊ศ 防災ㅮᗙ、国ෆ、対㇟ ᕝᓮᕷẸ、ྡ⛠「௧3年度➨2ᅇᕝᓮ༊⥲ྜ防災訓⦎（ᕝᓮᕷ

津波㑊難訓⦎）防災ㅮᗙ」、ᴫせ 津波減災に関するㅮᗙとス䝬ートフ䜷䞁アプリを活用した津波㑊難訓⦎の᳨ド・

り㏉り、ཧຍ人数 ⣙100人、YouTube㓄ಙ（ど⫈者数258人、'22/4/14時点）

ྜィ（ 2 ）件
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䐠

研究ဨ

䖂 ∾㔝ᔱᩥὈ

䚽 今ᮧᩥᙪ

大▼⿱

527�000

ὠἼῶ⅏Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ 数⌮䝰䝕ルで᥈る連㙐する津波㑊難の䝯カ䝙䝈ム
研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ∾㔝ᔱᩥὈ ⫋ ྡ

研究のᴫせ

所 ᒓ 機 関 等 ᐩኈ㏻ᰴᘧ会社䚷研究本㒊䚷人ᕤ知⬟研究所

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

ᐩኈ㏻ᰴᘧ会社 研究本㒊 人ᕤ知⬟研究所

東大学災害科学国際研究所

ᐩኈ㏻ᰴᘧ会社 研究本㒊 人ᕤ知⬟研究所

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

)XPL\DVX 0DNLQRVKLPD� <XVXNH 2LVKL� )XPLKLNR ,PDPXUD� 0HFKDQLVP RI DQ HYDFXDWLRQ FDVFDGH GXULQJ WKH 2011
7RKRNX WVXQDPL LQIHUUHG IURP DQ HYDFXDWLRQ VLPXODWLRQ LQFRUSRUDWLQJ FRPPXQLFDWLRQV LQ VRFLDO QHWZRUNV�
,QWHUQDWLRQDO -RXUQDO RI 'LVDVWHU 5LVN 5HGXFWLRQ� 71� 2021� 102810� 査ㄞ᭷� 国際� ,) 4�320

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（䚷1䚷）⦅

人䚻のつながりを活用する᪂たな津波㑊難対⟇の❧にྥけて、ಶ人の行ືがᆅ域ఫẸに連㙐し、津波㑊難の成
ྰを大きくᕥྑする⌧㇟の䝯カ䝙䝈ムを数⌮䝰䝕ルによってゎ᫂する。⋡ඛ㑊難等のຠ果が連㙐して多くの人の㑊難
につながる᮲件を᥈り、㑊難を促進する䝁䝭䝳䝙ティᙧ成やຠ果的な情報ᥦ౪につながる知見を創ฟする。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

㑊難者間の情報と㑊難に対するែ度の᭦᪂から≀⌮的な㑊難行ືまでの㑊難行ືプロ䝉スを⌧する᪂しい
㑊難シ䝭䝳䝺ーシ䝵䞁䝰䝕ルを構築し、ᐑᇛ┴▼ᕳᕷの༡・㛛⬥を対㇟に2011年の津波く᮶時の行ື調査にᇶ䛵

くシ䝭䝳䝺ーシ䝵䞁を実施した。数値実㦂を行った⤖果から、2011年ᙜ時に報告された㑊難の連㙐のせᅉを⪃ᐹし
た。構築したシ䝭䝳䝺ーシ䝵䞁䝰䝕ルによって、ఫẸ間のつながりを活用して㑊難行ືを促進する᪂たな施⟇の数値的
な᳨ウがྍ⬟になった。

ᅗ表

成果として発表したㄽᩥ
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䐡

教ᤵ

䖂 ὸග㍤

䚽 ᐩ⏣༤⛅

ᑎ⏣賢二㑻

⮻▖

ඖభ

698,000

ᕞ大学大学㝔䚷ᕤ学研究㝔

⅏ᐖ་Ꮫ䞉་⒪（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
「㏨げ㐜れ」ゎᾘにྥけたVRᚰ⌮ศᯒと᪂たな防災教育の᥈
ồ

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ὸග㍤ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ᕞ大学大学㝔

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

東大学䚷医学系研究科䚷（災害科学国際研究所）

東大学䚷災害科学国際研究所

東大学䚷災害科学国際研究所

ி㒔大学䚷㧗等研究㝔

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

VR・Ṍ行䝁䞁トロー䝷を使った津波のఝ体㦂を㏻し䠈ᮍ然にᚰᢿ・⬻波・ၚᾮ等によりᚰ⌮学的くᛶを䝰䝙䝍リ䞁

䜾するためのᡭ㡰を構築し䠈31ྡの⿕㦂者のサ䞁プル䝕ー䝍を取得した䠊そしてィ ⤖果を成ศศᯒ等でศᯒし

ศ㢮・ᣦᶆ化した䠊2ḟඖື⏬と3ḟඖVR⏬ീ䠈㑊難ᣦ♧あり・なしな䛹の㐪いにより䠈ᚰ⌮的なくᛶに与えるᙳ㡪
をホ価するための㈗㔜なサ䞁プルを得た。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

東日本大震災以降䠈災害に対するព㆑が㧗くなったᡃが国ではあるが䠈᭱㏆㢖発している㞵災害では人災 䝊ロ
が実⌧できていない。多くの⿕災⌮⏤は「㏨げ㐜れ」とศᯒされており䠈その多くはᅇ㑊ができたྍ⬟ᛶが ある䠊人
災䝊ロの実⌧には䠈災害時のᚰ⌮ศᯒをし䠈ಶ人䛤とによりຠ果的な防災教育᪉ἲを᳨ウしていくことが㏆㐨と⪃え
ている䠊これには䠈各ಶ人のᚰ⌮的くᛶと㑊難情報の┦関ᛶをศᯒするための㈗㔜なサ䞁プルを取得した（ୗグ䠈
ᅗ1ཧ⪃）。

ᅗ表

ࣺਇ1� sRͶΓΖ࣎֒ࡄ
ৼཀྵָద৷ऽτηφ༹ࢢ

ਦ1 υʖνकੵʤ4कΉͲʥܯߴ41
ʤʁඈೋ͍ࣖࢨΕɼ੪ʁඈೋࣖࢨ͵͢ʥ
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成果として発表したㄽᩥ

▼⚽ᑲ䠈ὸග㍤䠈大㇂ⱥஅ䠈㣤ᒣか䜋り䠈┒ᕝோ䠈☾㒊大࿃㑻
ASI-Gaussἲによる㒔ᕷ全域のᮌ㐀ᐙᒇಽቯண シ䝭䝳䝺ーシ䝵䞁

ᅵᮌ学会ㄽᩥ㞟A2（応用ຊ学）, Vol.77, No.2, 2022䠈pp.I_563-I_573䠈査ㄞあり, 国ෆ

学術ㄽᩥ䚷䚷ྜィ（ 1 ）⦅
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䐠

教ᤵ

䖂 ᭷ᕝ䚷ኴ㑻

䚽 㛛ᘔ䚷ౝ

䚽 Ⳣཎ䚷大助

㧗ᶫ䚷ᬛᖾ

㤿ሙ䚷ಇᏕ

大▼ ⿱

㬠ཎ䚷Ⰻ

今ᮧ䚷ᩥᙪ

Ώ㒊䚷┿ྐ

ᒸ本䚷大ྐ

本多䚷ᚿᕹ

476,000

    東大学䚷災害科学国際研究所

中ኸ大学䚷⌮ᕤ学㒊

中ኸ大学大学㝔䚷⌮ᕤ学研究科・ಟኈ課⛬2年
中ኸ大学䚷⌮ᕤ学㒊・学㒊4年⏕

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

前年度までの研究成果である津波⤫ྜ䝰䝕ルを用いて䠈津波による⁻ὶ≀挙ືやᅵ◁⛣ືのような☜実ᛶの㧗
い⌧㇟に関する䝕ー䝍䝧ースを構築した䠊同䝕ー䝍䝧ースを用いて䠈機Ე学⩦によるண ᖜᥦ♧システムを☜❧し
た䠊それにຍえて䠈㎿㏿なᩆ活ືや事前復興に貢献するために䠈同䝕ー䝍䝧ースの䜸ープ䞁プ䝷ットフ䜷ーム化を
᳨ウした䠊

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

（1）前年度から実施してきた㠀ᆅ震ᛶ津波を対㇟に䠈2018年イ䞁ドネシアス䝷䜴ェシᓥ䝟ル‴のᆅり津波を᳨ドし䠈
発⏕ሙ所を᫂らかにした䠊また䠈䝰䞁テカルロἲを䝧ースに䝕ー䝍䝧ースを構築し䠈同津波㧗の☜⋡的ホ価を行っ
た䠊それにຍえ䠈2022年1月15日に発⏕したト䞁䜺津波のような✵による津波に対して䜒᳨ドを行った䠊

（2）ୖグで構築した䝕ー䝍䝧ースと機Ე学⩦を用いて䠈ᾐỈ㛤ጞ時間な䛹をண する組みを構築した䠊さらに䠈⁻
ὶ≀ィ⟬を実施し䠈⁻╔≉ᛶを᳨ドした䠊そのୖで䠈このような機Ე学⩦によるண システムを用いた㑊難ᨭへの
ᙳ㡪を᳨ウし䠈ᐃ㔞的にホ価した䠊このような組みを用いれ䜀䠈より⢭度が㧗く䠈㎿㏿なᩆ活ືに⧅がるྍ⬟ᛶ
が㧗いと⪃えられ䠈䝯䝕ィアに䜒取りୖげられた䠊

防⾨大学ᰯ䚷システムᕤ学⩌

所 ᒓ 機 関 等 中ኸ大学䚷⌮ᕤ学㒊

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

中ኸ大学䚷⌮ᕤ学㒊

東大学䚷災害科学国際研究所

東大学䚷災害科学国際研究所

関す大学䚷社会Ᏻ全学㒊

ᚨᓥ大学大学㝔䚷⌮ᕤ学研究㒊

ᐩኈ㏻研究所䠋東大学䚷災害科学国際研究所（ᐈဨ）

ὠἼῶ⅏Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ 津波による⁻ὶ≀・⁻◁ண に㈨するプ䝷ットフ䜷ームの構築
研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ᭷ᕝ䚷ኴ㑻 ⫋ ྡ
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学術ㄽᩥ䚷ྜィ（䚷4䚷）⦅

成果として発表したㄽᩥ

K. Nagai, A. Muhari, K. Pakoksung, M. Watanabe, A. Suppasri, T. Arikawa and Fumihiko Imamura, Consideration of
submarine landslide induced by 2018 Sulawesi earthquake and tsunami within Palu Bay, Coastal Engineering Journal,
vol. 63(4), pp.446-466, 2021, Taylor & Francis, https://doi.org/10.1080/21664250.2021.1933749 䠈査ㄞ᭷䠈国際 ,
IF=3.216

㒆ྖ⁞大, ᐑෆಇᬕ, Ώ㒊┿ྐ, ᭷᭷ᕝᕝኴኴ㑻㑻, 機Ე学⩦による津波฿㐩時間ண に関する᳨ウ, ᅵᮌ学会ㄽᩥ㞟B2
（ᾏᓊᕤ学）, 77(2), pp. I_307-I_312, 2021䠈10.2208/kaigan.77.2_I_307䠈査ㄞ᭷䠈国ෆ

┒⏣⌮Ꮚ, Ώ㒊┿ྐ, ᭷᭷ᕝᕝኴኴ㑻㑻, ึ期㓄⨨による⁻ὶ≀挙ືの☜実ᛶに関する研究, ᅵᮌ学会ㄽᩥ㞟B2（ᾏᓊᕤ

学）, 77(2), pp. I_313-I_318, 2021, 10.2208/kaigan.77.2_I_313䠈査ㄞ᭷䠈国ෆ

R. Morita, K. Nojima, Y. Chida, T. Arikawa, Tsunami-Induced Drift Motion and Numerical Simulation Using Various
Models, J. Disaster Res., 2022, 国際, in press

Y. Shigihara, K. Imai, H. Iwase,K. Kawasaki, M. Nemoto, T. Baba, N. Y. Chikasada, Y. Chida, T. Arikawa, Variation
analysis of multiple tsunami inundation models, Coastal Engineering Journal, pp. 1-28, 2021, Taylor & Francis,
https://doi.org/10.1080/21664250.2021.1991730, 国際, IF=3.216

ᅗ表
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䐡

ୖᖍ研究ဨ

䖂 ┒Ṋ ᩗ
䚽 ༓⏣ ᾈ一

䚽 ✄ⴥ ὒ平

Ꮮ ␎
ⱱ࿅⏣ Ꮥ一

Ọඖ ၨ

ᯇᓮ 賢
中ୖ 一

ᰩᒣ䚷知Ꮚ

㛗㇂ᕝ ᭷ྐ

人見๛

႐多ᮧ⣫Ꮚ

Ḏ⏣ᑦᶞ

800,000

ᨺᑕ⥺医学研究所ᨺᑕ⥺つ制科学研究㒊

⅏ᐖ་Ꮫ䞉་⒪（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
ᨺᑕ⥺⿕䜀くによる⾑ᾮᢠ㓟化⬟のపୗはᬌ発㞀害の䝞イ
䜸䝬ーカーとなるか

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ┒Ṋ䚷ᩗ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 㔞Ꮚ科学ᢏ術研究㛤発機構

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

⏘業医科大学⏘業ಖ学㒊

災害科学国際研究所

災害科学国際研究所

⏘業ᢏ術⥲ྜ研究所ᗣ医ᕤ学㒊㛛

⏘業医科大学⏘業ಖ学㒊

⏘業医科大学⏘業ಖ学㒊

⏘業医科大学⏘業ಖ学㒊

⏘業医科大学⏘業ಖ学㒊

⏘業医科大学⏘業ಖ学㒊

⚟ᓥ┴❧医科大学医学㒊ᨺᑕ⥺災害医療学ㅮᗙ

⏘業医科大学⏘業ಖ学㒊

⏘業医科大学⏘業医実ົ研ಟ䝉䞁䝍ー

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

⏦ㄳ者らは「ᨺᑕ⥺⿕䜀くによって、៏ᛶ的な⾑ᾮᢠ㓟化⬟పୗ≧ែがṚஸするまで⥅⥆する」ことを世界でึめて
報告した。本研究では、ᨺᑕ⥺災害の復興ẁ㝵でၥ題となるᬌ発㞀害と⾑ᾮᢠ㓟化⬟の関ಀを調䜉、⾑ᾮᢠ㓟化
⬟がᬌ発㞀害の䝞イ䜸䝬ーカーとなるか᫂らかにする。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

㏆年、これまで⪃えられていたよりపい⥺㔞のᨺᑕ⥺⿕䜀くで䜒ⓑෆ㞀の発リスクがቑຍすることが報告され、本邦
で䜒ἲ௧ᨵṇによりỈᬗ体の⥺㔞㝈度がୗげられた。しかし、ᨺᑕ⥺ⓑෆ㞀発䝯カ䝙䝈ムにはᮍゎ᫂な点が多い。
本研究では、⾑ᾮで見ฟしたᢠ㓟化⬟పୗが║⌫において䜒見られるかゎᯒを行った。その⤖果、X⥺全㌟↷ᑕに
よって║⌫の䜾ル䝍䝏䜸䞁がపୗすることを᫂らかにした。また、そのపୗ度ྜいが⥺㔞⋡に౫Ꮡする（⥺㔞⋡が㧗
い䜋䛹、పୗ度䜒大きくなる）ことを᫂らかにした。さらに、↷ᑕ前の䝺䝧ルにᅇ復する䝍イ䝭䞁䜾䜒⥺㔞⋡に౫Ꮡする
（⥺㔞⋡が㧗い䜋䛹、ᅇ復に時間がかかる）ことを᫂らかにした。これらのことから、ᨺᑕ⥺ⓑෆ㞀の発と䜾ル䝍䝏䜸
䞁పୗには関連があると⪃えられる。なお、災害研から⚟ᓥ䝙䝩䞁䝄ルサ䞁プル23᳨体のᥦ౪をཷけた。
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学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 1 ）⦅

ᅗ表

成果として発表したㄽᩥ

Lue Sun, Yohei Inaba, Yu Sogo, Kumi Morikawa, Naoki Kunugita, Koichi Chida, Takashi Moritake、Analysis of
whole-blood antioxidant capacity after chronic and localized irradiation using the i-STrap method 、 Journal of
Radiation Research、63(1)、2022、30-35、査ㄞあり、国際、IF=2.724

≉チ・実用᪂・その他の⏘業㈈⏘ᶒ

B 取得 ≉チ、ᨺᑕ⥺⿕䜀くのุᐃ᪉ἲ、Ꮮ␎、┒Ṋᩗ、平ᒣᬡ、༓⏣ᾈ一、⏘業医科大学、東大学、⟃波ᢏ術

大学、≉チ6889439ྕ、2017年2月21日、国ෆ

ྜィ（ 1 ）件のう䛱、Aฟ㢪䚷ィ（ 0 ）、Bฟ㢪䚷ィ（ 1 ）件
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䐡

助教

䖂 ᆤෆ䚷ᬡᏊ

䚽 బ⸨䚷

今ᮧ䚷ᩥᙪ

బ䚻ᮌ䚷ᏹஅ

ෆ⸨䚷ಇኵ

ዉⰋ䚷Ṋྖ

௰⏣䚷ᝋ教

బ䚻ᮌ䚷♸ஓ

㔛ྜྷ䚷邦Ꮚ

中ᒃ䚷ಙᏊ

ᒣཱྀ䚷ᐜᏊ

ᒣᓮ䚷⏤⣖Ꮚ

ᑠ㔠⃝䚷ⱸ⏤

700�000

⅏ᐖ་Ꮫ䞉་⒪（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
㌟体的ᙅ者の㑊難⏕活でのリスクప減と42/ྥୖを┠的とし
た⏘学共同研究（⥅⥆）

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ᆤෆᬡᏊ ⫋ ྡ

ᰴᘧ会社䚷ᒣᡭ情報ฎ⌮䝉䞁䝍ー

所 ᒓ 機 関 等 㡰ኳᇽ大学大学㝔医学研究科研究ᇶ┙䝉䞁䝍ー

研究組⧊（◎研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

㡰ኳᇽ大学大学㝔医学研究科

東大学災害科学国際研究所

東大学災害科学国際研究所

東大学災害科学国際研究所

㡰ኳᇽ大学大学㝔医学研究科⥲ྜデ療科学

医療創⏕大学大学㝔⏕命⌮ᕤ学研究科

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

ᰴᘧ会社䚷東イ䝜アック

成ᇛ㑊難所ዪᏊ会

成ᇛ㑊難所ዪᏊ会

成ᇛ㑊難所ዪᏊ会䚷䈜年度ෆ䚷ᑠ㔠⃝（ฟ⏘）と௦

成ᇛ㑊難所ዪᏊ会

成ᇛ㑊難所ዪᏊ会

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

研究対㇟の᪂ᐟ༊の成ᇛ学ᰯ㑊難所は国ෆで䜒数ᑡないఫẸのための「⚾❧」の中㧗一㈏ᰯ⏨Ꮚᰯ㑊難所であ
る。ᕥྑに災害時に⚟♴㑊難所となる㧗㱋者施設があるため同㑊難所をその⿵助㑊難所と⨨䛵け㌟体的・社会的
ᙅ者中ᚰのᨭを行う。そこでึ年度の調査⤖果を㋃まえ⥅⥆年度はᆅ域のዪᏊ会ጤဨをศᢸ者にຍえ、㧗㱋者
等の㑊難⏕活でのリスクప減と42/ྥୖに䜐けた組みや防災用ရ等の用を᳨ウした。

今年度の研究組⧊に᪂つにཧຍする成ᇛ㑊難所ዪᏊ会の各ጤဨは、⏫会፬人㒊㛗、᪂ᐟ༊Ẹ⏕ጤဨ、㧗㱋者
ㆤ施設事ົᒁ㛗、㧗㱋者ㆤ施設⏕活┦ㄯဨ（社会⚟♴ኈ）として、すでに数多くの⚟♴ศ㔝の活ື実績を᭷す
る。また、これまで䜒、成ᇛ㑊難所ዪᏊ会の本ጤဨからのᥦ等の中には、᪂ᐟ༊防災ぬ᭩のኚ᭦、成ᇛ学ᰯ㑊難
所㐠Ⴀ⟶⌮༠㆟会組⧊体制のኚ᭦（6ศ科会の設⨨）、成ᇛ学ᰯ㑊難所䝬ップのᙅ者にど点を⨨いたෆᐜへのኚ
᭦等、᪂ᐟ༊の防災ᨻ⟇でබᘧに᥇用、すでにᫎされている䜒の䜒ᑡなくない。
また、䝁ロ䝘対⟇としては、ዪᏊ会発で、䝁ロ䝘の国ෆ発⏕┤後の1月ᮎには、行ᨻより᪩い䝍イ䝭䞁䜾でᆅ域ఫẸ

へのὀពႏ㉳ᩥを、成ᇛ学ᰯ䝩ーム䝨ージ、⏫会・自会ᥖ♧ᯈ୪䜃にᅇぴᯈにてබ㛤した。3月ୖ᪪には㌟体的

ᙅ者ྥけに、㑊難所㐠Ⴀのために備していた䝬スクやᾘẘᾮをᛴ㑉㓄ᕸ、4月ᮎには各⏫会・自会の⤒㈝で、

ຍධ世ᖏ全ᡞに䝬スク10ᯛを㓄ᕸするな䛹、ᆅ域ఫẸに大ኚឤㅰされるな䛹ᴟめて実践的なᆅ域防災活ືをこれま
で䜒進めてきた。
また、それらの取り組みを、他の㑊難所、⚟♴施設、ᆅ域に活用して䜒らえるように、その㒔度ㄽᩥや学会で発表する
な䛹、他のᆅ域への研究成果の㑏ඖをᖖにᛕ㢌に⨨き研究を進めている。
以ୖ、⥅⥆年度の研究は、多くのᆅ域防災の実績を᭷するዪᏊ会ጤဨのཧຍによって、災害研の研究としてのព⩏
をさらに㧗め、ఱより、㒔ᕷᆺの実践的防災ᨻ⟇として㧗いຠ果が期ᚅできる。
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シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

ᅗ表

䚷ྎᒾษዪᛶ防災リー䝎ーの᪉䚻は、ᮍ䛰に⏨ᛶᑟの≧ἣというᆅ᪉㒔ᕷならではのၥ題がある中で、Ꮚ䛹䜒
への防災教育やⱝᡭ㑊難者の活用等Ꮚ育て⤒㦂を活かしᖖに自ศ事として⪃えるよう促す取り組みは、人ཱྀ㞟中し
災害を他人事としてㄆ㆑しているഴྥの᪂ᐟのཧ⪃に
なった。ま䛪は、ዪᛶ防災ᐉゝを⟇ᐃしᆅ域へのၨ発につなげたい。
䚷一᪉、前年度からの防災用ရとしての䜴䝺䝍䞁⣲材の災害䝧ッド等
ヨసရの〇సは䝁ロ䝘のᙳ㡪で中Ṇとなったため、௦᭰として〇ရ化
されている䜴䝺䝍䞁䝬ットでア䞁䜿ートを実施したがᅇ⟅の䝞䝷䝒䜻
が┠❧った。このことは㑊難所のΰをける⤖果䛰と⪃えられる。

成果として発表したㄽᩥ

ᆤෆᬡᏊ、ෆ⸨ಇኵ、బ⸨、大ᵳබ一、ⱥ二、)DQ &KLD�.ZXQJ、ዉⰋṊྖ、䜾ロー䝞ル時௦の「ண と⏕Ꮡ」

୪䜃に「%&3と6'*V」のほ点からの᪂興ឤᰁ対⟇に関するᥦゝ、⏕Ꮡ科学、32�2�、༳ๅ中、査ㄞ᭷、2022

ᆤෆᬡᏊ、日本のឤᰁศ㔝における༴機⟶⌮システムの⬤ᙅᛶ、༴機⟶⌮システム研究学会年報、༳ๅ中、査
ㄞ᭷、2022

ᆤෆᬡᏊ、ୖᆏかおり、┤⿱Ꮚ、௰⏣ᝋ教、ⱥ二、ዉⰋṊྖ、䝁ロ䝘ὶ行の㛗期化とᚰ⌮的ᚅの関ಀᛶに
ついての一⪃、ᆅ域䜿アリ䞁䜾、9RO�24�4�、 SS�74�80� 査ㄞ᭷、2022

ᆤෆᬡᏊ、ෆ⸨ಇኵ、బ䚻ᮌᏹஅ、ⱥ二、Ⱳᐙᇾ、ዉⰋṊྖ、䝁ロ䝘⚝におけるዪᛶᑵປ者のリスクア䝉ス䝯䞁
ト、ᆅ域䜿アリ䞁䜾、9RO�23�13�、SS�58�63、査ㄞ᭷、2021

ᆤෆᬡᏊ、ෆ⸨ಇኵ、బ⸨、బ䚻ᮌᏹஅ、今ᮧᩥᙪ、௰⏣ᝋ教、Ⱳᐙᇾ、ⱥ二、ዉⰋṊྖ、ᨵṇ災害対⟇ᇶ
本ἲの⌧≧と社会的ᠱᛕ、査ㄞ᭷、3UHFLVLRQ 0HGLFLQH、9RO�4�7�、SS�73�79、2021

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（䚷5䚷）⦅

11月25日、ワークシ䝵ップ、国ෆ、研究者・研究対㇟のᆅ域ఫẸと学ᰯ教ဨ、成ᇛ研究⌜研究会、災害発⏕時に

ᐃされる事㇟やᆅ域のၥ題点をศ㔝䛤とにヰしྜって☜ㄆした。20ྡ

11月19日、研究会、国ෆ、研究者・研究対㇟のዪᏊ会ጤဨ・⿕災ᆅྎのዪᛶ防災リー䝎ー・ᐑᇛ┴防災推進課⫋
ဨ、ᆅ域防災でのዪᛶの活㌍推進にྥけたព見会、᪂ᐟとྎ᪉の取り組み事の⤂やၥ題点等情報と
ព見のを行なった。9ྡ（ዪᛶ8ྡ⏨ᛶ1ྡ）

ྜィ（䚷2䚷）件

㜵⅏⏝ရ⏝‶㊊ᗘ（䜲䝜䜰䝑ク〇䜴䝺䝍䞁䝬䝑ト5㼙㼙）

ᛶู 年௦ ㆤ䛾᭷↓ ᪥ᖖᐷල 䝬䝑トᛌ㐺ᗘ

⏨ᛶ 5㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 㻢

⏨ᛶ 㻟㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 㻟

⏨ᛶ 㻣㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 5

⏨ᛶ 㻣㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 㻣

ዪᛶ 5㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 㻟

⏨ᛶ 㻣㻜 ↓ 䜅䛸䜣㻝㻜 㻞

⏨ᛶ 㻣㻜 ↓ 䜅䛸䜣㻝㻜 㻞

⏨ᛶ 㻣㻜 ↓ 䜅䛸䜣㻝㻜 㻥

⏨ᛶ 㻤㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 ↓ᅇ⟅

⏨ᛶ 㻢㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 㻠

⏨ᛶ 㻠5 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 5

ዪᛶ 㻣㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 㻠

ዪᛶ 㻣㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 㻝

ዪᛶ 㻣㻜 ↓ 䜅䛸䜣㻝㻜 㻟

⏨ᛶ 㻣㻜 ↓ 䜅䛸䜣㻝㻜 ↓ᅇ⟅

⏨ᛶ 㻤㻜 ↓ 䝧䝑䝗㻝㻜 5
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䐡

助教

䖂 ⏣௦ 㞞実

䚽 ✄ⴥ ὒ平

䚽 ༓⏣ ᾈ一

ᓥ⏣ 二㑻

295,000 

⚟ᓥ┴❧医科大学

⅏ᐖ་Ꮫ䞉་⒪（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
⤒時活ືグ㘓のテ䜻スト䝬イ䝙䞁䜾によるリアル䝍イム災害対
⟇ண ἲの☜❧

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ⏣௦㞞実 ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ⚟ᓥ┴❧医科大学

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

災害科学国際研究所

災害科学国際研究所

⚟ᓥ┴❧医科大学

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

災害時の医療活ືでస成される、⤒時活ືグ㘓をテ䜻スト䝬イ䝙䞁䜾によってศᯒを行い、⤒時活ືグ㘓の༢ㄒの
使用㢖度やഴྥ、┦関関ಀな䛹の≉ᚩを取得する。様䚻な災害の⤒時活ືグ㘓をゎᯒすることによって、災害対応
時にリアル䝍イムに㟂せをண見し対⟇をㅮ䛨ることを┠ᶆとする。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

東日本大震災における⚟ᓥ┴とᒾᡭ┴のDMAT調整本㒊の⤒時活ືグ㘓をテ䜻スト䝬イ䝙䞁䜾でศᯒを行った。2
つをẚ㍑するとฟ⌧㢖度の㧗い༢ㄒは、「㝔」「䝏ーム」「連⤡」「ᦙ㏦」「฿╔」「DMAT」な䛹ᴫ䛽同様であった。一

᪉で「サー䝧イ」「㧗ᰯ」「SCU」「ᾘ防」な䛹各┴≉᭷にฟ⌧した༢ㄒが見られた。≉᭷な༢ㄒの共㉳ネットワークを見
ると、その༢ㄒに関連した共㉳関ಀがㄆめられた。これらのゎᯒを行うことで医療䝏ームの活ືෆᐜや医療㟂せな䛹
をリアル䝍イムにண見できるྍ⬟ᛶがある。

ᅗ表

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2022年3月3日ࠥ5日にて㛤ദされた、➨27ᅇ日本災害医学会⥲会・学術㞟（国ෆ、対㇟者：研究者、社会人）で、課

題研究の研究発表を行った。学会ཧຍ者⣙2,000ྡ。

ྜィ（䚷1䚷）件
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③

准教授

◎ 喜多村紘子

〇 千田浩一

〇 稲葉洋平 東北大学災害科学国際研究所

盛武敬 放射線医学研究所放射線規制科学研究部

石垣陽 電気通信大学大学院情報理工学研究科　

齋藤彰 宮城県結核予防会

大橋秀晃

藤瀬瞳実

横川慎二

川内雄登

黒良直生

平出大誠 電気通信大学大学院情報理工学研究科　

700,000円

産業医科大学産業医実務研修センター

災害医学・医療（2021年度）

研 究 課 題 名
新型コロナウイルス感染症クラスター対策：CO2濃度を

指標とした換気能力調査
研究
課題

研 究 代 表 者 氏 名 喜多村紘子 職 名

所 属 機 関 等 産業医科大学産業医実務研修センター

研究組織（◎ 研究代表者、〇 災害研担当教員）

氏　名 所　属　機　関　名

東北大学災害科学国際研究所

産業医科大学産業医実務研修センター

産業医科大学産業医実務研修センター

電気通信大学大学院情報理工学研究科　

電気通信大学大学院情報理工学研究科　

期　間 令和3年6月1日～令和4年3月31日 経 費

研究の概要

新型コロナウイルス感染症の感染経路として、流行当初より言われてきた接触感染、飛沫感染に加え、エ
アロゾル感染も予防として換気の重要性が認識されるようになった。本研究では仙台市を中心に、クラス
ター発生現場および換気に不安を抱える事業場等を対象としてCO2濃度測定による換気調査を実施した。

CO2データを解析し、効果的な換気方法や現実的な改善策を提案した。本研究含め、これまでに得られた

知見をまとめて換気の必要性や有効な換気方法の教育・啓発を行うためのパンフレットを作成した。

研究の具体的な成果・波及効果

研究期間と新型コロナウイルス感染の第4波終盤、第5波、第6波が重なり、事業場側の他所からの者の入構

に対する警戒と制限、研究者自身の出張制限等により換気調査自体の実施が困難であったが、本年度は3事
業場（介護施設2回、教育施設1回（通算2回目）、ホテル宴会場1回）において換気調査を実施した。CO2

データを解析した結果、換気回数が少ない（機械換気では1人あたり毎時30m3の換気量が満たされない）、
室内の位置により換気回数に差がある（換気格差）等がわかった場合は、換気や気流の改善提案を行っ
た。気流を妨げるような措置（天井からビニールカーテンを吊り下げる、ドアのがらりをふさぐ等）や換
気装置のスイッチが入っていない、換気装置が壊れている、ベントが閉まっている等の現場で改善可能な
点を見つけた場合は、可能な限りその場で指摘し改善を促した。事業場が設置した‟CO2センサー”が、CO2

ではなく有機溶剤に反応するいわゆる粗悪品であった場合は、センサーへの息の吹きかけやアルコールで
数値が上昇する様子を見せ、適切なセンサーの導入を勧めた。介護施設および教育施設では、本研究の調
査後で改善実施後に職員に新型コロナウイルス感染者が発生したが、保健所による積極的疫学調査の際、
換気は十分であると評価されたとのことであった。継続的なリスクコミュニケーションツールの一つとし
て、本研究の調査現場で得られた知見も一部使用したパンフレットを作成し、飲食店や医療介護施設等へ
無償配布し、Web版も公開した。

電気通信大学i-パワードエネルギー・システム研究センター　
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࠙介護施設ࠚ

࠙ホテル宴会場ࠚ

ᅗ表

ᅗ3. センサー設置場所

表2. 換気回数

センサー① センサー②
宴会場1 3.95±0.01 4.22±0.01
宴会場2 4.09±0.03 3.71±0.02

換気回数（回/h）

ᅗ1. センサー設置場所

表1.  ᒃ室Aの換気回数（᮲௳1～4）

ᅗ2. センサーู平ᆒCO2濃度

条件1 条件2 条件3 条件4
窓 閉 開 開 閉
換気扇 on on off off
換気回数
（回/h）

ー＃ 24.51±3.20 17.28±2.90 1.75±0.10

※居室A：図1の⽔⾊で囲った部屋
＃条件1では窓閉め、換気扇offの状態で充満させたCO 2がセンサー
の測定可能濃上限（10,000ppm）を超え、換気扇をonして10分以
上経過してもCO2濃度が記録可能範囲まで低下しなかったため、換
気回数を計算できなかった。
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䐠

研究ဨ

䖂 Bruno ADRIANO

䚽 Erick MAS

䚽 越ᮧ䚷ಇ一

1,000,000

⌮化学研究所㠉᪂知⬟⤫ྜ研究䝉䞁䝍ー・✵間情報学䝴䝙ット

ὠἼῶ⅏Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
AI to transfer the knowledge from 2011 Tohoku tsunami into

the damage mapping of future events

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ Bruno ADRIANO ⫋ ྡ

所 ᒓ 機 関 等 ⌮化学研究所㠉᪂知⬟⤫ྜ研究䝉䞁䝍ー・✵間情報学䝴䝙ット

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

成果として発表したㄽᩥ

災害科学国際研究所・災害ホ価・ప減研究㒊㛛・災害ジ䜸イ䞁フ䜷䝬ティクス

災害科学国際研究所・災害ホ価・ప減研究㒊㛛・災害ジ䜸イ䞁フ䜷䝬ティクス

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

The goal is to use the 2011 Tohoku tsunami experience to estimate the building damage in future tsunami events. We

aim to explore suitable artificial intelligence (AI) algorithms for tsunami building damage mapping based on the

knowledge gained from the 2011 Tohoku tsunami's remote sensed data and fill the gaps related to limitations on data

quality, availability and difficulties in the transferability of damage estimation methods.

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

1. Cross-sensor learning using the datasets from the 2011 Tohoku Tsunami.

This AI architecture is trained using optical and radar modes to make predictions without one modality.

2. Transfer-learning using the knowledge of the 2011 Tohoku Tsunami.

A complementary model, using the AI from Output-1 as a backbone, can make predictions on different geographical

regions.

ᅗ表

(A) Cross-sensor learning from optical and SAR data, and (B) Transfer-learning of the 2011 tsunami data for tsunami-

induced damage classification

B. Adriano, E. Mas, N. Yokoya, S. Koshimura, Cross-Modal Learning for Tsunami-induced Building Damage

Classification, MDPI Remote Sensing, (in preparation), IF=4.84.

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 1 ）⦅

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

௧3年12月23日-24日、➨11ᅇᕧ大津波災害、国ෆ、対㇟者（研究者䡠社会人䡠学⏕な䛹）、100人数

ྜィ（ 1 ）件
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䐠

助教

䖂 ▼ᶫ ᐶᶞ

䚽 越ᮧ ಇ一

⛅ᒣ Ⰻ

599,400 

日本大学 ᕤ学㒊 ᅵᮌᕤ学科

ὠἼῶ⅏Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
ᙉ震ືと津波によるᶫᱱおよ䜃㐨㊰のᦆቯを⪃៖した㐨㊰
ネットワークの᥋⥆ಙ㢗ᛶホ価

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ▼ᶫ ᐶᶞ ⫋ ྡ

所 ᒓ 機 関 等 日本大学 ᕤ学㒊 ᅵᮌᕤ学科

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

災害科学国際研究所

᪩✄⏣大学 創㐀⌮ᕤ学㒊 社会⎔ቃᕤ学科

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

2011年東ᆅ᪉ኴ平ὒἈᆅ震の⿕災䝕ー䝍にᇶ䛵く⤫ィ的ᡭἲにより䠈ᙉ震ືと津波の連⥆స用を⪃៖した平
㠃㐨㊰の津波フ䝷ジリティ᭤⥺を構築する䠊さらに䠈日本ᾏ⁁ἢいで発⏕がᠱᛕされているᕧ大ᆅ震（以ୗ䠈日本ᾏ
⁁ᆅ震）によるᙉ震ືと津波を対㇟に䠈東ᆅ᪉ἢᓊ㒊に⨨する平㠃㐨㊰のᦆയ☜⋡と䠈これにᇶ䛵く㐨㊰ネット
ワークの䝺ジリ䜶䞁ス（ᆅ震後の各ルートの㏻ᐜ㔞）を⟬ฟすることで䠈ᆅ震後の復ᪧ活ືへのඃඛ的使用がᮃま
れるルートを同ᐃする䠊

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

ල体的な研究成果として䠈ᙉ震ືと津波の連⥆స用を⪃៖した平㠃㐨㊰の津波フ䝷ジリティ᭤⥺の構築（ᅗ䠉1ཧ
↷）䠈およ䜃䠈㐨㊰ネットワークのᦆയ☜⋡とそれにᇶ䛵く䝺ジリ䜶䞁スホ価ᡭἲのᥦ♧を行った䠊ᥦᡭἲを用いて䠈
日本ᾏ⁁ᆅ震によるᙉ震ືと津波を対㇟に䠈⚟ᓥ┴༡┦㤿ᕷに⨨する㐨㊰ネットワークのᦆയ☜⋡（ᅗ䠉2ཧ
↷）䠈およ䜃䝺ジリ䜶䞁ス（ᅗ䠉3ཧ↷）を⟬ฟした⤖果䠈ᆅ震後にᑍ᩿されるྍ⬟ᛶの㧗いルートのᢳฟや䠈௵ពのᆅ
点間のせな⛣ືルートになり得るルートの同ᐃがྍ⬟であることが♧された䠊ຠ果的かつྜ⌮的な災害䝬ネジ䝯䞁
トィ⏬の⟇ᐃがᛴがれている中䠈本研究はᩆㆤ・ᩆᛴ活ືや復ᪧ活ືに使用ྍ⬟なルートや㑊難ルートのỴᐃに大
きく貢献する䠊

ᅗ表
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Route Traffic-carrying capacity
(unit /day) Nodes

1 4,000 Oĺ1ĺ2ĺD
2 5,000 Oĺ3ĺ4ĺ2ĺD
3 20,000 Oĺ3ĺ1ĺ2ĺD
4 14,000 Oĺ5ĺ6ĺ7ĺD
5 5,000 Oĺ3ĺ4ĺ7ĺD
6 20,000 Oĺ3ĺ6ĺ7ĺD
7 10,000 Oĺ5ĺD

図-1 強震動の影響を考慮した平面道路の津波

フラジリティ曲線
図-2 日本海溝地震による解析対象道路ネットワークの

損傷確率

図-3 日本海溝地震後の解析対象道路

ネットワークのレジリエンス評価結果

75



成果として発表したㄽᩥ

ྜィ（ 1 ）件

H. Ishibashi, M. Akiyama, and S. Koshimura: Resilience assessment of road network subjected to ground motion and
tsunami caused by the earthquake along the Japan Trench, Proceedings of 8th International Symposium on Reliability
Engineering and Risk Management, 2022. （printing）䠈査ㄞ᭷り䠈国際

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（ 1 ）⦅

シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

H. Ishibashi, M. Akiyama, and S. Koshimura: Resilience assessment of road network subjected to ground motion and
tsunami caused by the earthquake along the Japan Trench, 8th International Symposium on Reliability Engineering and
Risk Management, 4-7 September 2022, Hannover, Germany䠈ᅵᮌศ㔝を中ᚰとするಙ㢗ᛶᕤ学やリスク䝬ネジ䝯䞁ト
に関する国際会㆟䠈対㇟者：ಙ㢗ᛶやリスク䠈また䠈それらをᶓ᩿するᖜᗈいศ㔝の研究者・社会人・学⏕等䠈ཧຍண
ᐃ者: 1,500ྡ（ᴫ⟬）
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䐠

教ᤵ

䖂 後⸨䚷ஂ

䚽 Ⳣཎ䚷大助

▼⃝䚷ᑲྐ

すᮧ䚷⿱一

ᰗ⃝䚷ⱥ᫂

ᷓᇉ䚷ᩯ 東大学大学㝔⌮学研究科ᆅ学ᑓᨷ

༡⯓䚷ኴ 東大学大学㝔⌮学研究科ᆅ学ᑓᨷ

ୖ㇂䚷知ஂ 東大学大学㝔⌮学研究科ᆅ学ᑓᨷ

中ᮧ䚷⯟ 東大学大学㝔⌮学研究科ᆅ学ᑓᨷ

平㔝䚷ྐె 東大学大学㝔⌮学研究科ᆅ学ᑓᨷ

ቑ⏣䚷ⱥᩄ 東大学⌮学㒊ᆅᅪ⎔ቃ科学科

㣤⏣䚷㞞㈗

784�000

ὠἼῶ⅏Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ 災害研の設備を活用したྂ津波の波※推ᐃᡭἲの㧗度化
研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ 後⸨䚷ஂ ⫋ ྡ

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

所 ᒓ 機 関 等 東ி大学大学㝔⌮学系研究科ᆅ⌫ᝨᫍ科学ᑓᨷ

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

東ி大学大学㝔⌮学系研究科ᆅ⌫ᝨᫍ科学ᑓᨷ

災害科学国際研究所

災害科学国際研究所

ᾏ㐨大学⌮学研究㝔

東学㝔大学教㣴学㒊

東大学⌮学㒊ᆅᅪ⎔ቃ科学科

研究のᴫせ

津波ሁ✚≀の数値ゎᯒによる波※推ᐃの☜実ᛶをప減するためには䠈ྂᆅᙧ䝕ー䝍の復ඖが㔜せとなる䠊本研
究では䠈波※推ᐃの㧗度化を┠的に䠈災害研がಖ᭷するᆅୗ䝺ー䝎ーや᥀๐設備・ィ⟬機を用い䠈日本ᾏ⁁༡㒊
ᆅ域において≀⌮᥈査（ᆅᙧ・ᆅᒙ調査）・津波ሁ✚≀᥀๐を行ってᆅᒙ・ᆅᙧ䝕ー䝍を取得し䠈津波ᅵ◁⛣ື数値
ゎᯒによって波※推ᐃを行った䠊

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

㖯Ꮚᕷの㧗⚄東⏫でᆅୗ䝺ー䝎ー調査を行い䠈⌧ᅾはᇙἐしている㐣ཤの‵ᆅとみられるྂᆅᙧ㠃をㄆᐃした（ᅗ
1� 2）䠊この‵ᆅ࿘㎶で᥀๐を行い䠈Ἶ㉁ሁ✚≀中に⣽⢏◁ᒙや⢒⢏イ䝧䞁トᒙを᳨ฟした（ᅗ3）䠊これは䠈1677年ᘏ
ᐆᡣ⥲Ἀᆅ震津波な䛹のྂᆅ震・ྂ津波と関連するྍ⬟ᛶがある䠊さらに䠈ྂᆅᙧを⪃៖した数値ゎᯒを行い䠈ᘏᐆ
津波によって‵ᆅෆに◁ᒙがᙧ成されることを᫂らかにした（ᅗ4）䠊これらの⤖果は䠈␗なる調査・ゎᯒᡭἲを⤫ྜす
ることで波※推ᐃᡭἲを㧗度化できるྍ⬟ᛶを♧している䠊
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ᅗ表

A

B

ਦ1 ஏԾϪʖξʖࠬେනતʤABʥɿ ਦ2 ஏԾϪʖξʖஇʤʁݫυʖνɼԾʁմए͘ʥɿ

10�ns

ດງͪ͢գڊ࣬ஏ

ཽࡋ

GPS934

ਦ3 ࣺਇͳয়ਦʤGPS934ʥɿཽࡋ ਦ4 ݫஏܙυʖνΝ༽͏ͪഀౖҢಊ਼մੵ݃Վɿ

A

B
GPS934
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䐠

教ᤵ

䖂 㧘ΎỈᗣ༤

䚽 Ⳣཎ大助

▼⃝ ᑲྐ

༦㒊ཌᚿ

ຍ⸨ 学
ᕝ⏣䚷ᙉ

大ᒇ㑣津Ꮚ

㜿㒊ᝆ

588�000 

研究のᴫせ

本研究では䠈災害研が所᭷するィ⟬機ཬ䜃ศᯒ機器を活用することにより䠈ሁ✚≀⢏Ꮚのᛶ≧ゎᯒを行うことに
よって津波ሁ✚≀同ᐃの⢭度をୖげる䠊そのୖで䠈ἢᓊపᆅのᚤᆅᙧによる津波挙ື・ᅵ◁⛣ືへのᙳ㡪ゎ᫂を
行った䠊このことにより津波ሁ✚≀研究と津波防災・減災のためのᇶ♏㈨ᩱをᥦ౪することができた䠊

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

本研究では䠈༡┦㤿ᕷᑠ㧗༊のἢᓊపᆅのᆅᒙのሁ✚┦ゎᯒ䠈;⥺&7⏬ീศᯒ䠈;5)ス䜻䝱䝘ศᯒ䠈全◲㯤⃰

度ศᯒによるྂ⎔ቃ復ඖとྂ津波ሁ✚≀の᳨ウを行った䠊また䠈東大災害研ಖ᭷の⢏度ศᯒ⨨（0RUSKRORJL
*3）による⢏Ꮚศᯒを実施した䠊その⤖果を以ୗに♧す䠊

ض 調査ᆅ域のᾆᑼᆅ༊のᆅ表䡚῝度2P⛬度までは䠈䝷䜾ー䞁䠈後⫼‵ᆅ䠈Ỉ⏣䠈およ䜃ᅡሙ整備後のỈ⏣ᅵተ

ሁ✚≀から構成されていた䠊

ض 調査ᆅ域のሯཎᆅ༊のᆅ表䡚῝度5P⛬度までは䠈䝷䜾ー䞁䠈䝞リアー◁体䠈ୗ㒊ሷỈ‵ᆅ䠈ୖ㒊ሷỈ‵ᆅ䠈ỏ

℃ཎ䠈Ỉ⏣ᅵተ䠈およ䜃2011年東Ἀ津波ሁ✚≀から構成されていた䠊

ض 本研究の成果とඛ行研究を⥲ྜして᳨ウした⤖果䠈ᑡなくと䜒䠈䐟869年㈆ほ津波䠈䐠ྂቡ時௦津波䠈およ䜃䐡

ᘺ⏕時௦中期の津波ሁ✚≀を☜ㄆした䠊

ض ሯཎᆅ༊のྂቡ時௦津波ሁ✚≀の⢏Ꮚゎᯒから䠈䝺ー䝄ーᅇᢡ・ᩓᘧ⢏度ศᯒ⨨と⢏Ꮚ⏬ീᙳᘧ⢏度

ศᯒ⨨の組みྜ䜟䛫から䠈㉳※推ᐃを㧗⢭度化できることを☜ㄆした䠊すな䜟䛱䠈津波ሁ✚≀の⢏度組成は⌧世
ᾏ◁と㢮ఝするが䠈䝺ー䝄ーᅇᢡᩓἲと⢏Ꮚ⏬ീᙳἲを組みྜ䜟䛫た⤖果䠈津波ሁ✚≀には3つの⢏度組
成の䝢ークがあり、⢒⢏フ䝷クシ䝵䞁（Ἑᕝ◁䠛）を取り込䜣䛰ことが推ᐃされた䠊

ض 津波ሁ✚≀の⢏Ꮚ⏬ീィ ἲの⢏度ศᯒ⤖果から䠈'[（90）⢏ᚄ値と᭱㢖⢏ᚄ値のෆ㝣⣽⢏化ഴྥがᢕᥱさ

れた（⢒⢏フ䝷クシ䝵䞁の減ᑡ）䠊これは䠈ᚑ᮶の䝺ー䝄ーᅇᢡ・ᩓἲではᢕᥱできない⢒⢏な⢏Ꮚゎᯒの⤖果䠈ᢕ
ᥱできたことであった䠊

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

所 ᒓ 機 関 等 ᪂₲大学 教育学㒊䠈災害・復興科学研究所 （වົ）

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

᪂₲大学 教育学㒊䠈᪂₲大学 災害・復興科学研究所 （වົ）

᪂₲大学教育学㒊⌮科教育ᑓಟ（ᆅ学教ᐊ）

᪂₲大学教育学㒊⌮科教育ᑓಟ（ᆅ学教ᐊ）

東大学 災害科学国際研究所

東大学 災害科学国際研究所

᪂₲大学 災害・復興科学研究所

᪂₲┴教育ᗇ ᩥ化行ᨻ課

༡┦㤿ᕷ教育ጤဨ会 ᩥ化㈈課

ὠἼῶ⅏Ꮫ（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ ἢᓊపᆅのᚤᆅᙧによる津波挙ື・ᅵ◁⛣ືへのᙳ㡪ゎ᫂
研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ 㧘ΎỈᗣ༤ ⫋ ྡ
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ᅗ表

)LJ� 1 ᾆᑼᆅ༊の調査⤖果 )LJ� 2 0RUSKRORJLによる⢏度ศᯒ⤖果

成果として発表したㄽᩥ

㧘ΎỈᗣ༤・大ᒇ㑣津Ꮚ・㜿㒊ᝆ・Ⳣཎ大助・༦㒊ཌᚿ・▼⃝ᑲྐ・㟷⏣ாஓ・平㔝ྐె䠈༡┦㤿ᕷᑠ㧗༊ሯཎᆅ
༊のἈ✚ᒙに⊃ᅾするイ䝧䞁トᒙの⢏Ꮚ≉ᛶ䠊日本ሁ✚学会 2022 年䜸䞁䝷イ䞁大会ㅮ₇せ᪨䠈2022䠈21�22、査ㄞ
↓、国ෆ䠊

㧘ΎỈᗣ༤・大ᒇ㑣津Ꮚ・㜿㒊ᝆ・Ⳣཎ大助・༦㒊ཌᚿ・▼⃝ᑲྐ・㟷⏣ாஓ・平㔝ྐె䠈༡┦㤿ᕷᑠ㧗༊ሯཎᆅ
༊のἢᓊపᆅのྂ⎔ቃ復ඖとṔྐ津波䠊日本ᆅ⌫ᝨᫍ科学連ྜ2022年大会ㅮ₇せ᪨䠈2022、査ㄞ↓、国ෆ䠊

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（  2  ）⦅
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䐣

教ᤵ

䖂 ᒸ⏣┿

䚽 ᒸ⏣知ᕫ

越㇂䚷ಙ

⏣中⨾ဏ

బ⸨一

⃝㔝䚷

ቑ⃝䚷Ⰻ

345�000

ྎ平㔝༡㒊を東すにᶓษるように2021年度に4 ⥺䠈2022年度に3 ⥺の㔜ຊ ᐃを行った。ブー䝀ー㔜ຊ␗ᖖ
の⤖果を䠈᪤Ꮡのᆅୗ構㐀᥈査（ᑕἲᆅ震᥈査）の⤖果と䜒ẚ㍑し䠈ᆅୗでの活᩿ᒙの連⥆ᛶをホ価した。その
⤖果䠈అᅾ活᩿ᒙが䠈ர⌮㒆ᒣඖ⏫㏆で༡➃㒊となっていることが᫂らかになり䠈ឡᓥୣ㝠東㒊から⣙25NPに
䜟たって連⥆するఅᅾ活᩿ᒙであることが䜟かった。さらに䠈㔜ຊ␗ᖖを用いた連⥆ᛶホ価は䠈ᆅᙧ学的な㊧のᑡ
ない平㔝ୗの活᩿ᒙに対して㠀ᖖに᭷ຠであることが䜟かった。

ᅗ表

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

東大学災害科学国際研究所

ᒾᡭ大学⌮ᕤ学㒊システム創成ᕤ学科

ᒾᡭ大学⌮ᕤ学㒊システム創成ᕤ学科

ᒾᡭ大学⌮ᕤ学㒊システム創成ᕤ学科

ᒾᡭ大学⌮ᕤ学㒊システム創成ᕤ学科

ᒾᡭ大学⌮ᕤ学㒊システム創成ᕤ学科

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

平㔝ୗにఅᅾする活᩿ᒙは䠈ᆅ表に᩿ᒙኚᆅᙧとして㊧がṧっておら䛪䠈活᩿ᒙの連⥆ᛶやヲ⣽を᫂らかに
することが難しいሙྜ䜒ある。本研究では䠈ᆅୗで᩿ᒙによってኚをཷけたᆅ㉁ศᕸの㐪いに㉳ᅉして䠈ᆅ表で 
ᐃする㔜ຊに䜟䛪かなኚ化が⏕䛨ることに╔┠した。研究対㇟ᆅ域をྎ平㔝༡㒊とし䠈㔜ຊኚ化を✵間的に㏣㊧
することで䠈ᆅୗでの活᩿ᒙの連⥆ᛶをホ価した。

ᒾᡭ大学⌮ᕤ学㒊システム創成ᕤ学科

⅏ᐖ⛉Ꮫ䛾Ⓨᒎ䛻ᐤ䛩䜛䛭䛾䛾研究（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ 䚷㔜ຊ ᐃを用いたఅᅾ᩿ᒙの連⥆ᛶのホ価
研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ᒸ⏣┿ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ᒾᡭ大学⌮ᕤ学㒊システム創成ᕤ学科

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ
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成果として発表したㄽᩥ

ᒸ⏣┿・Ᏻಖுử・ᒸ⏣知ᕫ� ブー䝀ー㔜ຊ␗ᖖを用いたྎ平㔝༡㒊のఅᅾ活᩿ᒙの༡᪉への連⥆ᛶ� ≀⌮

᥈査学会➨145ᅇ（2021年度⛅Ꮨ）学術ㅮ₇会ㄽᩥ㞟� 2021� 189�191 䠷査ㄞ↓・国ෆ䠹�

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（䚷1䚷）⦅
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䐣

䖂 ዟ㔝䚷

䚽 㐲⏣ḟ

㛗ᶫⰋ㝯

㫽┿அ

300,000

㮵㔝ᙪ・ᰗἑᖾኵ・ዟ㔝 ・中ᕝගᘯ・ෆᮧබ大・႐大・ཱྀṇ人䠈㮵ඣᓥ‴ዟ䠈ጸⰋカル䝕䝷における後カ

ル䝕䝷ⅆᒣ活ືと⎔ቃのኚ㑄䠈ᆅ㉁学雑ㄅ䠈128ᕳ䠈2022年䠈43-62㡫䠈査ㄞ᭷䠈国ෆ

㛗ᣅ☻・ዟ㔝 ・⸨ᮌஅ・中ᮧಇኵ・༡ 㞞௦・ᑠᯘဴኵ䠈㟝ᓥⅆᒣ⩌䠈⏋ᓅⅆཱྀෆの㨣界アカ䝩䝲の␗ᖖሁ✚

と‵ཎሁ✚≀の䝁アヨᩱとᒙᗎ・14C年௦䠈⚟ᒸ大学⌮学㞟報䠈51ᕳ䠈2021年䠈77-84㡫䠈査ㄞ↓䠈国ෆ

⸨ᮌஅ・㛗ᣅ☻・ዟ㔝 ・ᑠᯘဴኵ䠈㟝ᓥⅆᒣ⩌䠈⏋ᓅのⅆཱྀ‵ཎのⰼ⢊ศᯒによる᳜ྂ⏕ኚ㑄䠈月หᆅ⌫䠈

ྕእ71ྕ䠈2022年䠈94-100㡫䠈査ㄞ↓䠈国ෆ

ዟ㔝 ・ඵሯៅஓ・中ᮧಇኵ・㧗ᶫᙪ・ཬᕝ㍤ᶞ・ୗྖಙኵ・ᆏ本 ⛱・ᫍ㔝Ᏻ䠈ᴵྡ二ッᓅ䠈ఀ㤶ಖテフ䝷中の

Ⅳ化ᶞᮌのᶞ✀同ᐃと14C䜴イ䜾ル䝬ッ䝏䞁䜾年௦䠈月หᆅ⌫䠈44ᕳ䠈2022年䠈131-137㡫䠈査ㄞ↓䠈国ෆ

ᆏ⏣ⓡு・ዟ㔝 ・⸨ᮌஅ・ᑠᯘဴኵ䠈༑⏣ඵᡞⅆ○ὶሁ✚≀中のᶞᮌ年㍯を用いた14C䜴イ䜾ル・䝬ッ䝏䞁䜾

年௦䠈ྡྂᒇ大学年௦ ᐃ研究, 6ྕ, 2022年䠈22-26㡫䠈査ㄞ↓䠈国ෆ

学術ㄽᩥ䚷ྜィ（䚷6䚷）⦅

㐲⏣ḟ・㫽┿அ・ᑠಛ㞞ᚿ・୕大㍜・▼⃝ᑲྐ䠈日ዉஂ᩿ᒙ➃㒊で☜ㄆされた⇃本ᆅ震のᆅ表వຠす䜉
り䠈活᩿ᒙ研究䠈54ྕ䠈2021年䠈39-56㡫䠈査ㄞ᭷䠈国ෆ

東大学災害科学国際研究所

⚟ᓥ大学⌮ᕤ学⩌ 共⏕システム⌮ᕤ学㢮

⇃本大学くま䜒とỈᚠ⎔・減災研究教育䝉䞁䝍ー

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

ᆅ震ືによるᩳ㠃ᔂቯ䝝䝄ードをホ価するために䠈⚟ᓥ┴ⓑἙᕷ・二本ᯇᕷとᕞ㜿⸽カル䝕䝷でᩳ㠃をそうⅆᒣ
ᛶሁ✚≀の≀ᛶኚ化をホ価する䠊୧ᆅ域と䜒実際にᩳ㠃災害が発⏕したが䠈Ẽೃやሁ✚⎔ቃは␗なる䠊ᆅ震ືでᔂ
ቯするྍ⬟ᛶのある体✚を見✚䜒り䠈ᅵ◁฿㐩⠊ᅖを推ᐃする䠊これによって䝝䝄ード䝬ップの⢭⦓化を┠ᣦす䠊

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

2021年7月24日（ᅵ）䡚7月25日（日）に䠈㐲㝸シ䞁䝫ジ䜴ム「㝣域アーカイブからㄞ䜐⎔ቃኚ㑄とᕧ大災害：防災・減

災にྥけて」およ䜃国際ⅆᒣᄇⅆྐ情報研究㞟会「EHAI2021-1」（共ദ：日本➨ᅄ⣖学会）をZoomにより㐲㝸㛤ദし
た䠊ここでのㅮ₇ෆᐜを「➨ᅄ⣖研究」に≉㞟ྕをฟ∧することで査ㄞ・⦅㞟を進めている䠊防災・減災に㈨する⎔ቃ
ኚ㑄とᕧ大災害の㝣域アーカイブ（ᆅᙧやሁ✚≀）に関する研究が多数ห行される䠊
2022年3月31日に「⇃本ᆅ震の㊧からの学䜃」（⇃日ฟ∧䠈⇃本大学くま䜒とỈᚠ⎔・減災研究教育䝉䞁䝍ー減災ᆺ
社会システム㒊㛛⦅）がห行された䠊⇃本ᆅ震に関する⌮ゎを῝め䠈䛹う活用するか䠛さらにはᑗ᮶のᆅ震への備え

    に㈨することに本᭩が活用されることが期ᚅされる䠊

成果として発表したㄽᩥ

⚟ᒸ大学⌮学㒊

⅏ᐖ⛉Ꮫ䛾Ⓨᒎ䛻ᐤ䛩䜛䛭䛾䛾研究（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
ⅆᒣᆅ域におけるᆅ震ືによるᩳ㠃ᔂቯに関するᆅᙧ・ᆅ㉁
学的研究

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ዟ㔝䚷 ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ⚟ᒸ大学⌮学㒊

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ
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シ䞁䝫ジ䜴ム・ㅮ₇会・䝉䝭䝘ー等の㛤ദ

2021年7月24日（ᅵ）䡚7月25日（日）、シ䞁䝫ジ䜴ムおよ䜃研究会、国ෆ、対㇟者（研究者䡠学⏕）、㐲㝸シ䞁䝫ジ䜴ム

「㝣域アーカイブからㄞ䜐⎔ቃኚ㑄とᕧ大災害：防災・減災にྥけて」国際ⅆᒣᄇⅆྐ情報研究㞟会「EHAI2021-
1」、ᴫせ Zoomによる㐲㝸㛤ദ 共ദ：日本➨ᅄ⣖学会䠈大つᶍな自然⌧㇟は䠈一⯡にప㢖度であるため䠈そのよう

な事を㞟するには㐣ཤに㐳るᚲせがある䠊㝣域アーカイブは䠈㐣ཤの事をグ㘓している䜒のの1つで䠈ᾏὒ
アーカイブとẚ䜉てపゎീであるが䠈㝣域は災害⌧ሙがṧっているሙ所で䜒あり䠈アク䝉ス䜒ᐜ᫆である䠊このシ䞁䝫
ジ䜴ムでは䠈そのような≉ᚩを㋃まえ⎔ቃኚ㑄とᕧ大災害をㄞ䜐ୖで㝣域アーカイブがᣢつ≉ᛶの⌮ゎを῝めること
を┠ᣦす䠊 プロ䜾䝷ムURL: https://fukuoka-u.box.com/s/hljzt6wjmq3oax8wfw417q5boq3syy11、ཧຍ人数䚷⣙70ྡ

ྜィ（䚷1䚷）件
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䐡

教ᤵ

䖂 ୕ᾆᐩᬛ

⸨ᔱ䚷ὒ平

中ᒣ䚷ு

➉ᯘ䚷ⰼ౫

䚽 㕥ᮌ䚷ṇᩄ

䚽 ༓⏣䚷ᾈ一

700�000

ᘯ前大学⿕䜀く医療⥲ྜ研究所

⅏ᐖ་Ꮫ䞉་⒪（㻞㻜㻞㻝年ᗘ）

研 究 課 題 ྡ
⿕災䝙䝩䞁䝄ルを用いた៏ᛶ複ྜᨺᑕ⥺⿕䜀く者እᤄ䝰䝕
ルの構築

研究
課題

研 究 ௦ 表 者 Ặ ྡ ୕ᾆᐩᬛ ⫋ ྡ
所 ᒓ 機 関 等 ᘯ前大学・⿕䜀く医療⥲ྜ研究所

研究組⧊（䖂 研究௦表者、䚽 災害研ᢸᙜ教ဨ）

Ặ䚷ྡ 所䚷ᒓ䚷機䚷関䚷ྡ

ᘯ前大学⿕䜀く医療⥲ྜ研究所

ᘯ前大学大学㝔ಖ学研究科

ᘯ前大学大学㝔ಖ学研究科

災害科学国際研究所

災害科学国際研究所

期䚷間 ௧3年6月1日䡚௧4年3月31日 ⤒ ㈝

研究のᴫせ

ཎ⇿⿕⇿者や㧗自然ᨺᑕ⥺ᆅ域ఫẸにおけるᰁⰍ体㌿ᗙἲによる⿕䜀く⥺㔞ホ価では、ಶ人のእ㒊⿕䜀く⥺㔞と
ෆ㒊⿕䜀く⥺㔞のヲ⣽が᫂である。本課題では、ᨺᑕ⥺៏ᛶ⿕䜀く事ᨾ時に䝠ト⥺㔞ホ価にእᤄྍ⬟な䝰䝕ル構
築を┠的とし、䝙䝩䞁䝄ル៏ᛶ⿕䜀く䝰䝕ルを用いて㌿ᗙ発⏕㢖度における⿕䜀くᙧែのᙳ㡪を研究する。

研究のල体的な成果・波ཬຠ果

䠘成果䠚
㕥ᮌṇᩄㅮᖌが中ᚰとなって実施している⿕災䝙䝩䞁䝄ルプロジェクトにおいて、⾑ᾮリ䞁䝟⌫のᰁⰍ体㌿ᗙ㢖度と
⿕䜀く⥺㔞とのゎᯒにより、以ୗの成果が得られた。
1� 災害研ᢸᙜ教ဨが㞟している⿕災䝙䝩䞁䝄ルのᮎᲈ⾑のᥦ౪をཷけ、ᏳᐃᆺᰁⰍ体␗ᖖであるᰁⰍ体㌿ᗙを

ゎᯒした⤖果、᥇㞟ᆅ域ෆでಶ体ᕪが㢧ⴭであった（ᅗ1）。
2� ⚟ᓥ➨一ཎᏊຊ発㟁所事ᨾでᨺฟされたᨺᑕᛶ≀㉁でởᰁされたᆅ域に⏕ᜥする䝙䝩䞁䝄ルのᰁⰍ体㌿ᗙ㢖

度は年䚻減ᑡഴྥがㄆめられた（ᅗ2、3）。
3䠊東ி㟁ຊ⚟ᓥཎᏊຊ発㟁所事ᨾ発⏕から4年が⤒㐣した2015年から䝙䝩䞁䝄ルのᰁⰍ体␗ᖖゎᯒを⥅⥆して
行っている。▷期的調査では対↷ᆅ域とのẚ㍑のみとなるが、調査を⥅⥆することによって、年度推⛣や㞟ᅋにおけ
るᰁⰍ体㌿ᗙの⎔ቃ༙減期のゎᯒがྍ⬟となった。
4� ⚟ᓥ┴ෆでᤕ⋓された䝙䝩䞁䝄ル㞟ᅋにおけるᰁⰍ体㌿ᗙの⎔ቃ༙減期は4�4年と推ᐃされ、⎔ቃ中のᨺᑕᛶ䝉

シ䜴ムの⎔ቃ༙減期である3�2年より䜒やや㛗かった。
䠘波ཬຠ果䠚
ᨺᑕ⥺⿕䜀くによりㄏᑟされるᰁⰍ体␗ᖖには⥺㔞⋡ຠ果がㄆめられることが知られているが、ప⥺㔞⋡៏ᛶ複ྜ
⿕䜀くの⏕≀学的ᙳ㡪は国際的に知見が足している。国際ᨺᑕ⥺防ㆤጤဨ会がᐃめるప⥺㔞⋡ᨺᑕ⥺⿕䜀くの
ୖ㝈値に㏆い⥺㔞⋡でのື≀実㦂では、二ືཎ体ᰁⰍ体やᰁⰍ体㌿ᗙがㄏᑟされることが報告されている。本共
同研究では、䝠トに㢮⦕な䝙䝩䞁䝄ルを用いてప⥺㔞⋡៏ᛶ複ྜ⿕䜀くにおける
ᰁⰍ体␗ᖖゎᯒを中期的に⥅⥆した世界ึの研究である。⏕≀学的༙減期の▷い二ືཎ体ᰁⰍ体␗ᖖの㢖度は
ᴟめてపく、また、⏕≀学的༙減期がẚ㍑的㛗いᰁⰍ体㌿ᗙ㢖度は事ᨾからの⤒㐣とと䜒に減ᑡすることが☜ㄆされ
たことは、ప⥺㔞⋡៏ᛶ⿕䜀くのᗣリスクが⎔ቃᅇ復とと䜒に減ᑡすることをពしており、⿕災ఫẸのᏳ㍍減に
つながる。また、ཎᏊຊ災害発⏕後のリスク䝁䝭䝳䝙䜿ーシ䝵䞁において㔜せな科学的᰿拠となりうる。実際、ㅮ₇会等
では、他の㔝⏕ື≀を用いた研究より䜒䝠トに㏆⦕な䝙䝩䞁䝄ルの研究は、ᨺᑕ⥺災害時の人体ᙳ㡪を⌮ゎする際
に大いにᙺ❧つとホ価が㧗かった。
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③

教授

◎ 越智小枝

〇 江川新一

222,000円

災害医学・医療（2021年度）

研 究 課 題 名 CBRNE災害後の間接的健康被害測定指標に関する研究
研究
課題

研 究 代 表 者 氏 名 越智小枝 職 名

本研究は，大災害時に共通して起こり得る健康被害や医療ニーズを調査する目的で行われた。2020年度は文献レ
ビューを行い，その健康影響を一次被害・二次被害に分類した上で起こり得る事象とその健康被害の大きさを測定す
るために必要なデータにつき要約した。2022年度には新型コロナウイルスパンデミックの発生を受け、感染リスクを上
げる行動様式についてのアンケート調査を追加した。更に東日本大震災の避難所データを元に被災地の医療ニーズ
につき、急性期疾患・慢性疾患の別にニーズの大きさを経時的に調査した。

所 属 機 関 等 東京慈恵会医科大学　臨床検査医学講座

研究組織（◎ 研究代表者、〇 災害研担当教員）

氏　名 所　属　機　関　名

東京慈恵会医科大学

災害科学国際研究所

期　間 令和3年6月1日～令和4年3月31日 経 費

研究の概要

研究の具体的な成果・波及効果

新型コロナウイルスにおいては、マスクや手洗いという一般的な予防行動が感染リスクを低減させる一方で、持ち物を
頻回に消毒する、頻回に着替えるなどの過剰気味の行動はむしろ高い感染リスクと相関することが判明した。また被
災地の医療ニーズにおいては災害後数か月にわたり急性疾患・慢性疾患の医療ニーズの比率には著変なく、また処
方ニーズとしては胃薬や降圧剤などの内服薬に加え、点眼薬などの外用薬のニーズも高いことが示された。

成果として発表した論文

Ochi S, So M, Hashimoto S, Denda K, Sekizawa Y. Behavioral Factors Associated with COVID-19 Risk: A Cross-
Sectional Survey in Japan. International Journal of Environmental Research and Public Health 2021;18:12184. 査読あ

り、国際、IF2.849

学術論文　合計（　1　）編

83


